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あらかじめ定められた人（ローマ8:28-30）
　皆さん、イエス様が自分のために尊い血潮を流されたと信じていらっしゃるのでしょうか。イエス様が自分のために血潮を流されたということがどういう意味なのか理解していらっしゃるのでしょうか。それがどれほどすごいことなのかということをぜひ理解して、自分は本当に大事なものであり、尊い存在だということに確信を持つようになっていただきたいと思います。そうでないと、せっかくクリスチャン、祝福の神の子どもなのに、いらない、つまらない、余計なことに葛藤を覚えたり、また争いに巻き込まれたりして、残念ながらサタンのおもちゃのようになっていて、救われるでしょうが、天国に行けるでしょうが、地上にいる間はものすごく悲惨な姿で人生が終わってしまうようになります。それこそが悲しいことではないでしょか。神様は皆さんのためにすばらしい祝福を、すばらしい世界を備えていらっしゃいます。けれども、自分が誰なのか、それが分かって、それを心から喜ぶ人にはその門が開かれますが、そうでない場合は、残念ながらサタンのおもちゃになって迷惑をかけて、足を引っ張ってというような人生になりかねないということをぜひ覚えて、今日のメッセージに預かりたいと願います。
　イエス様が、皆さんのために十字架で血潮を流されたということがどういうことなのかというと、今日の聖書にあるように、神様があらかじめ皆さんのことを知っておられ定めていらっしゃった、そういう人だからこそ、イエス様が十字架でその人のために血を流されるようになります。イエス様が、自分ために血を流されたということにアーメンしましたよね。そこで終らないように。そうならば、自分は神様があらかじめ定められた存在なのです。そのあらかじめというのは、私たちの頭では理解できない、神様の領域でありますが、世界の基が置かれる前から、神様が定められて知っておられたという裏返し、証しが何かというと、十字架でイエス様が自分のために、皆さんのために血潮を流されたということです。それがどれほどすごいことなのかをぜひ覚えて、これからはもうだまされないで、余計な争いなどを終わりにして、神様の祝福の人生、世界を歩いて行きたいと願います。

神様があらかじめ定められた理由が何でしょうか。今日、聖書に書いてあります。その人を召されるためです。召されるというのは「おーい、来なさい」ということではありません。今まで、私たちが神様から離れて罪によってどこにいたでしょうか。そこから神様が引き上げて、神の方に神の御旨に召された、それが救われるということです。そのすばらしい救いのいのちを与えるために、あらかじめ定められた、一体、自分はどんなものなのだろうと質問しないといけません。なぜ神様が召されたのか。その人を義と認めた。義とは何でしょうか。あなたはもう問題ない。あなたは最高の者だ。私があなたに合格という判子を押した。それが義です。人間が何と言おうが、人の評価で偉い、だめ、いろいろあるかもしれません。神様には、それはまったく関係ないし、通用しません。あらかじめ定められた人をあなたは良しとおっしゃるのです。そのために召されました。
しかし、そこに終わらないで、そのような人々は、さらに栄光をお与えになりました。つまり、イエス様が十字架で自分のために血を流されたと本当に信じているのであれば、その人は神様がすでに神の栄光を与えられました。与えられるだろうではなくて、私の聖書には、「栄光をお与えになりました」と書いてありますが、皆さんのものには、「お与えになるだろう」と書いてあるのですか。自分の聖書だけがおかしいのでしょうか。過去形です。もうすでに神の栄光を与えられた。イエス様がおっしゃいました。心の貧しい者は幸いです。その人は天の御国を所有しているから。ただ、当事者、本人だけが気づいていないだけです。神の栄光がすでに与えられて、神の栄光に輝く存在なのに、ちっとも自分はそう思わない。そのギャップが埋められれば、皆さんの人生はもう奇跡の人生になります。「イエス様が自分のために血を流されたと私は信じます」という告白を大事にしてください。それが結局、自分は誰なのか、自分はどんな存在なのかという答えなのです。極めつけは、29節、あらかじめ知っておられたというのはどういう意味なのかというと、御子のかたちと同じ姿にするためにです。イエス様と同じ姿です。中々、想像がつかないでしょう。年をとって白髪が増えて、またしわも増えて、鏡を見ると何が輝く姿なのかと思うかもしれませんが、神様があらかじめ定められた人、つまり、イエスがその人のために血を流されたその人は、人間的、肉体的な条件など、一切、関係なく、イエスのかたち、イエス様のかたちと同じ姿なのです。すごくないですか。私は忘れっぽいのですが、聖書を見ながら黙想するたびに、その時だけのことも多いでしょうが、びっくりします。「えーこんなのありかよ」と。あとで申し上げますが、イエス様とランクが大体同じくらいに引き上げたのです。分からないような顔ばかりですが、とにかく、今、皆さんが自分のことをどう思っていようが、どんな事情があろうが、神様の目には一切、関係ないので、とりあえず、しばらくそれを無視して、イエスが自分のために血を流されたと信じている人であれば、少なくとも3つのことに対してはっきりとしないといけません。

その第1が何かというと、自分はすべての鎖から解放されている祝福の人だという確信をしっかりと持つようにしてください。神様があらかじめ定められた人であれば。それが皆さんです。解放されたというのはどういう意味でしょうか。皆さん、よく知らないでしょうが、実は私たちが何をどうするか以前に、エペソ2:3を見ると、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるのが人間です。それを世の中の言葉で言うと、運命と言います。よい運命ではなく、滅びるしかない運命なのです。神の御怒りが注がれて、神に裁かれ地獄に行くしかない運命に捕らわれて生きるしかありません。それは人間、皆、共通です。ローマ6:23には、罪から来る報酬は死ですとあります。この死というのは、私たちが息を引き取って死ぬというのももちろんありますが、それよりもっと損酷な根本的に神様との関係が断たれ真っ暗になったということです。いいことが一切、ありません。善良なことはちっともありえない存在として生まれるようになりました。何かをこうするから偉い人、こうしないから悪い人というのは、人間の評価であって、人間がどんな存在なのかの理解が足りないのです。だから、ヘブル9:27には、人間には一度死ぬことと、死後にはそれに対して裁きを受けることが定まっている存在です。も定まっています。すでに、それを世の中では運命と言います。滅びる運命に捕らわれていて、自力では一人でもそこから出ることができないのに、イエス・キリストが自分のために血を流されて、神様があらかじめ定められた人は、その運命から完全に切り離されて解放されて一切関係ない祝福の人になったという確信を持ってください。
この間、テレビの中である女性に対して占い師が「あなたは10回離婚する運命、定めです」と言われたようです。1回とにかく離婚して、結婚ができない。すると離婚されるという定めなのだから。本当にその通りでしょうか。そうではないでしょうか。私はその通りだと思います。人は性年月日があって、そこに2つずつ運命がついていて、中国の言葉では、4つの柱、四柱と、8つの運命ということで、四柱推命という言葉があります。そこに皆、引っかかって、自分が努力する、勉強するかしないか、良心的に頑張るかなどと関係なく、その運命にとおりになるしかありません。それが人間です。だから、占い師が商売になるのです。そう言ったことが一切、関係ない者になります。運命が変わるのではなく、運命という単語自体がもう去って飛んで行ってしまうようになります。誰がでしょうか。神様にあらかじめ定められて、キリストがその人のために血を流された人は、そういう人です。世の中では引っ越しの日にちも勝手に決められません。方角、風水、日にちがああだこうだといろいろあります。その通りにしないと、本当に災いに遭います。イエス・キリストを信じている者、神にあらかじめ定められている人は、一切関係ありません。解放されました。

聖書には罪は必ず裁かれるとあります。これが原則です。でも、キリストが自分のために血を流されたその人は、その罪から来る裁き、罪が裁きになるという法則から解放されます。パウロが言いました。もうこれからは決して罪に定められることはありません。どんな罪を犯したとしても、その罪が裁きになるということはありえません。だから、罪を犯してもいいのか。もう大胆に喜んで、罪を犯そうじゃないかそれはおかしいのです。しかし、死ぬときまでクリスチャンだからと言って、罪を科さないで生きていけるのでしょうか。法律違反しないで頑張るかもしれません。それだけが罪でしょうか。不信仰も罪だし、隣の人を白目で見るのも罪だし、人が気づかなくても内側はボロボロです。人間というものは。それがのろいと裁きにつながらないように解放されています。すべて別の祝福の意味を持つようになります。罪責感はクリスチャンとしてふさわしくありません。悔い改めるのですが、罪責感とは違います。イエス・キリストが血を流されて、そのことのために死んでくださったのではないでしょうか。神様にあらかじめ定められたということは、これほどすごいのです。過去に、恥ずかしいこと、絶対ばれてはいけない大変な失敗、いろいろな罪などを犯したでしょう。今、聞きながら、「私はそうではないよ」という顔をしていますが、その人こそがものすごい大きな罪、変なことをしたかもしれません。一切、気にしなくてもよいのです。すべてから解放されました。解放というと、何かちっぽけなことに思うのですが違います。死と罪の原理から解放、根本的に解放されたということです。
昔、映画を見ていたのですが、ある人が犯罪者となって3年刑で刑務所に入りました。刑務所は別の世界であって、そこだけのルールがあります。それは破るとだめです。タバコは絶対ダメです。でも、皆、どこかでタバコを吸います。だから、タバコを吸うためには手で仰いで煙を消さないといけません。ばれないように。なぜでしょうか。タバコを吸ってはいけないルールがあるからです。なぜそのルールがあるでしょうか。刑務所だからです。そこで景気が終わって、刑務所から出ました。その人は野球がものすごく好きでした。たまたま、その日が野球の競技があったので、スタジアムに行って、スタンドに座って深呼吸をし、自由をかみしめながら野球を見ていて、タバコを吸いたいと思うようになってタバコを入れました。それから、火をつけて、自分もうっかりと煙を手で仰いでしまいました。周りが見

ます。「あっここは違う、もう刑務所は終わったでしょう。刑務所のルールは新しく通用しない。キリストによって罪が許されて解放された以上、それ以前に捕らわれていた、裁かれるしかない、滅びの人生の中にある法則は、一切、私とは関係ありません。解放されました。ヨハネ8:44には、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものであることが分かっていないのか。言葉をまとめると、嫌なのですが、悪魔の子です。悪魔の奴隷です。奴隷に意味が分かりますか。自分の意志も自由もありません。絶対にそこから出られません。だから、悪魔のしわざによって死ぬしかありません。空中の権威を持つ支配者、偶像崇拝をせざるをえません。いろいろな口実をつけますが、そうせざるをえないのです。悪魔の奴隷だから、避けられません。逃げられません。キリストが血を流された人は、悪魔の奴隷の状態から完璧に解放され、逆に悪魔を打ち破ることができる存在に変わります。これが解放されたということです。皆さんがそのような存在です。確信を持ってください。最終的には、地獄の未来が待っています。私たちはその地獄から永遠に解放され、いつ死んでも天国に迎え入れられるようになっているものです。それが解放されたということです。

　
　もう一度、申し上げますが、ローマ8:1-2には、キリスト、イエスの内にあるものには、もう二度と罪に定められることはありません。イエス・キリストにあるいのちの御霊の原理が、罪と死の原理からあなたがたを解放したのだから、それでイエス様におっしゃっています。ヨハネ14.1には、あなたがたは何も思い煩わないように、心配しないようとおっしゃいます。なぜでしょうか。解放されているからです。絶対に滅びることはありません。死の影の谷を歩いて大丈夫だ。不幸と運命と災いと滅びの力が、あなたに襲い掛かることなどはできません。キリストが大きな避難所、大きな岩となっています。旧約聖書には、よく岩の話が出ますが、私たちがイメージしている岩ではありません。中東の方に行くと、岩というのは一つの山です。そこはものすごく暑いでしょう。しかし、湿気がありません。さっぱりしています。だから、岩の影の中に入るとものすごく涼しいです。そういう背景の中で、神様が私たちの岩である、だから、何も思い煩うなとおっしゃいました。不安、恐れ、心配などは、そういった材料があるからではなく、今みたいに自分は解放されている祝福の人だという確信が欠けているからです。だから、ついついだまされてしまいます。人生の時間は止まりません。ずっと流れているのに、振り回されっぱなしの人生になるしかありません。せっかく、キリストが血を流されて死んでくださったのに。ローマ8:37にも、どんな被造物もキリスト、イエスの内にある、神の愛から私たちを切り離すことはできない。解放されている者ということを覚えて、そうならば、何事にも引っかからないで、そして、何も恐れない。これがクリスチャンの特徴です。本当は。聖書をよく見てください。もし、そのケースが私に当たった場合には、どうするのだろうと思うともうぐちゃぐちゃです。でも、聖書は。私たちが不安で恐れて心配せざる負えない状況の中で、「私には乏しいことがありません。構わない。あなたがたはしらなくてもよい。大丈夫だ」という話ばかりです。なぜでしょうか。そう言ったものが襲いかかる頃ができないようにもう解放されているのだから。
　もう一つです。それだけでなく、今日、あらかじめ定められた人を義と認められ、栄光を与えられたとありますが、そこから私たちは、もう一つ発見しないといけないことがあります。自分は、最高に尊い祝福の存在だという自負を持たないといけません。サタンはそこを攻撃します。持てないように。皆さんひとりひとりは人間だから値段はありません。でも、もし、値札をつけるのであれば、皆さんは、自分の値段がいくらぐらいになると思いますか。たぶん、私はまだ若いから高いかもしれません。年をとっているから、その分、省かれるだろう。それらは保険会社の計算方法であって、皆さんが自分で自分に値段をつけるとすればどれくらいでしょうか。皆さんはつけられません。ただ、そうなっているかと確認だけなのですが、神様は値段をつけました。どのようにでしょうか。キリストの血潮を代価として払われてと言われています。それは血というのは血の値段ではなく、キリストのいのちを犠牲にするほど、それで買い取られたと言われています。皆さんひとりひとりの値段は、キリストのいのちに等しい値段です。
　私は礼拝の時に、「アーメン」とかを促したりはしないのですが、自然と出て欲しいです。こういうときには、「アーメン」が大きく出ないといけません。自分の値段がいくらでしょうか。そこは数字では表せません。テレビ番組で「なんとか鑑定団」というものがありますが、その番組のように数字では表せません。値段がつけられません。キリストのいのちが、皆さんの値段、価値なのです。自分の弱さの中でも、その弱さが皆さんの値段ではなく、キリストのいのちが皆さんの価値なのです。それを忘れないようにしてください。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。神の神殿と呼ばれるものです。特に年寄りの方々は、あるいは体の弱い方々は、だまされないように。もちろん、死ぬときには全部置いていくものなのですが、生きている間には、神殿なのです。交通事故で入院されていても、神殿です。尊く、価値が決められません。遺跡などを発見するときに、昔の宮殿などが出ます。ものすごいです。王の権力というものがあるのでその宮殿の上が何でしょう。神殿です。宮殿はランクに入らない、一緒に肩を並べることができません。皆さんのことをその神殿と言いました。神が宿っていらっしゃると、不思議な存在です。ヨハネ1:12にあるように。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者は、神の子になる特権が与えられて、ローマ8:15にあるように、神様のことを堂々と、唐突と思われるほど、「アバ、父」と呼べる存在です。「アバ、父」というのは、本当の血縁関係の息子ではないといけないし、またものすごく親しい関係でないと呼べません。全能なる創造の神様を「パパ」と呼べるような存在です。皆さんは。それで、イエス様は私ではなかなか理解できないとおっしゃいました。ヨハネ15:15、最後の晩餐の時に、あなたがたはもうすでにしもべとは言わない。友という。イエス様とfriendだとおっしゃっています。ありえますか。それがキリストが血を流された人の価値です。それがランクです。宇宙の中で、イエス様をマイフレンドと言えるような偉い人がどこにいらっしゃるのでしょうか。皆さんです。
　今日の聖書にも出ます。それでイエス様のことを長子と言います。イエス様が神の御子と言われる方でしょう。長男と言うと、女性差別になるかと思って長子と言います。キリストが血を流された。イエス・キリストを信じる私たちのことは、イエス様の姿と同じ姿というのはこういう意味です。イエス様は長子であって、私たちは二男、三男みたいな感じで、同じファミリーです。目に見えないから、ほとんど信じようとしないのですがそうです。それをどれほど毎日、いろいろなところで思い出して、自分自身に言い聞かせて、本当だとできるかどうかの戦いです。そのできるかどうかの基準は、信仰だけです。神様がすでにこうしていらっしゃるから、信じるか信じないかだけです。義人は信仰によって生きます。イエス様が最後の晩餐の時に、ヨハネ17:21を見ると、到底、理解できないことがあります。神様にお祈りします。私についてきている、つまり、クリスチャンの彼らに対して、父が私に、私が父の中にいるのと同じように、これは三位一体の神様の人間の理性には当てはまらない不思議な領域ですが、三位一体の神様のことです。父なる神様がイエス様に、イエス様が神の中に。私たちの幾何学の学問では説明できません。これが霊的な話です。とにかく、神様はそのような方です。その時に、彼らも私たちと一緒になって一つになるようにしてくださいとあります。それは皆、仲良くするようにということではありません。父が私に、また私に父が、三位一体の神様にしか通用しない、それを彼らにも与えましょう。つまり、彼らが三位一体の神様になるわけではありません。これは異端です。でも、同じ人間がいるのですが、そこでランクを三位一体の神様のレベルまで引き上げるということです。その後、私があなたがたに、あなたがたが私の内にとおっしゃいました。同じ原理のお話をしていらっしゃいます。それが私たちの価値です。外見、うわべによって、振り回されることがないようにしてください。そういうことです。テレビのように疑問符が頭の上に2個くらい出ていますか。
　ヘブル1:14には、御使い、天使が私たちの使いをやるとあります。つまり、天使がランクとしては下です。当たり前でしょう。イエス様と大体同じランクになっています。ランクの話がよく分かりませんか。北朝鮮の場合は、ランクがものすごくデリケートです。２位か３位かによっても違い、その争いもあります。自民党の中にもランクがあります。総理大臣がランク１位で、下の官房長官よりはたぶん、幹事長の方がランクが上だと思います。決まったルールがあるわけではありませんが。天使より皆さんが上で、そういう価値です。そして、単にそういうものだと宣言しただけではなく、実際、聖霊が皆さんの内側に入って来られて、そのような存在に実際的に変えてしまいました。知らないのは自分だけです。悪魔もよく知っています。ただ知らないでいるクリスチャンを見ると、悪魔はよく分かっていてだまします。でも、知っている者に対しては、悪魔が見て先に分かります。別の言葉で言うと、本当は悪霊、悪魔の方から見ると、私たちはイエス様に見えるのです。勘違いしないでください。しかし、そういう存在です。そこが分からないと、なぜ私の証人となり、地の果てにまでちっぽけで何もできない初代教会の人々に、証人となる、世界福音化をしなさいとおっしゃったのか理解できません。伝道に対してまったく理解できません。伝道は頑張ってやるものではなく、存在そのものがこのような存在だから、伝道にならざるをえません。皆さんのことを存在自体が尊いと言います。何をどうしたかによって評価される前に、存在そのものが尊い価値あるものだと言われます。だから、マタイ５:13-14には、あなたがたは世の光、世の塩と宣言しているし、シャワーも浴びずものすごく汚いままなのに、Ⅰペテロ2:9には、王である祭司と言われている存在です。
　イエス様のかたちと同じ姿と聖書に書いてあります。どういう意味でしょうか。あなたがたは光です。その光はイエス様にのみ当てはまる言葉です。ヨハネ1章を見るとそうです。それから、王である祭司もキリスト、イエスにのみ使われる単語です。それを皆さんに当てはめているということを覚えてください。イエス様のかたちと同じ姿、イエス様と似ているランクです。それが皆さんです。今、ここにいらっしゃる方で99.9％は「まさか」という顔をしています。そこの戦いです。皆さん、外見、うわべ、自分の弱さ、人間的な様々な条件によって自分の価値を考えようとすると、それはもう失敗です。無視してください。参考にはしないといけないですが無視してください。一番真っ先に霊的な意味での自分自身、神様がつくりかえられたことをぜひ認めてください。なぜ神様がなさったことに対して冷たくひんやりとするのでしょうか。神様があなたをキリスト、イエスと同じ姿にしたとおっしゃっているのに、疑っています。これからそうなるのではなく、もうすでになっています。栄光を与えるだろうとたぶん、皆さんの聖書にはそう書いてあります。だろうと。皆さんの顔を見るとそうだから。私の聖書だけに、なりましたという過去形です。覚えていてください、
　最後です。だから、こういう尊い存在、すべての過去、滅びから解放されている者だからこそ、自分はまことの答えを受ける祝福の者なのだという自信を持ってください。まことの答えが何でしょうか。大金持ちになること。偉い人になって成功すること。とんでもありません。それはついてくるものであって、私たちのテーマではありません。ここまで自分がどんなすごい存在なのかはっきり分かると見えてきます。人の外見や社会的地位、健康などと関係なく、また先進国なのか、後進国なのか、一切関係なく、皆、暗やみの勢力に捕らわれて滅びに向かっている、運命の定めに捕らわれているかわいそうな魂ばかりなのだと、そこにはキリスト、イエスが伝えられて、私のように救われる神様のみわざ、それで神の国が、光の国が臨まれなければ希望がないのだということが見えてきて、神の国がテーマになります。生きるにも死ぬにも、勉強することにも結婚することも、食べるのも飲むのも、神の国というテーマのためです。他は、世の中で1回限りのもので、死ぬときには皆、置いていくものであり、腐っていくものです。だから、いらないという幼稚な話ではありません。テーマではないのです。人の愛情もテーマではありません。愛情、愛情といっても、神の国が臨まれないと、暗やみの運命のままです。そこに本当の愛情など期待できるでしょうか。だから、皆さんは神の国がテーマで、神の国が臨まれる本当の答えを受ける祝福の存在なのです。十分、その資格があるし、また皆さん以外にはありません。だから、正確に言うと、ここにいらっしゃる方々が行く所々に神の国が臨まれるようになっています。言葉を変えると、そこにすでに主人のふりをして支配をしている暗やみの勢力が砕かれ落ちるようにもうなっているのです。皆さんはそのような存在です。
　そのために、エルサレムから地の果てにまでイエスの証人として用いられる、その神様の祝福の答えが皆さんのものです。エルサレムは、これからエルサレムに行こうかではなく、今、皆さんが置かれているその現場です。家庭、職場、その現場です。そこに神の国が臨まれるようになっています。どのようにしてでしょうか。皆さんのために血を流されて、皆さんをこのように尊い存在につくり変えられたイエス・キリストのお証しをすることによって。人は神に会わない限り希望はありません。あなたが悩んでいるすべての問題は実は根っこから神を離れているからです。神様と出会う道はイエス・キリストです。神に会えない限り、サタンにだまされて滅びの運命に捕らわれどうにもなりません。そのお証しをすることによって、つまり、この答えは皆さんの環境、人間的な条件と一切関係ありません。必ず、この答えを受けるようになります。そのサンプルとして、初代教会は、環境的、条件的に最悪でした。それにもかかわらず、このまことの神の祝福の答え、神の国が臨まれる福音宣教の答えは関係ありません。必ず、受けるようになります。つまり、伝道の門が開かれる答えです。

そして、伝道の門が開かれるだけではなくて、ただイエス様を伝えるのが伝道なのですが、それがずっと続いてより活発になるためのことを伝道の運動と言います。その中に皆さんが導き入れられるようになるでしょう。そうすると、人間的な言葉で言うと、万々歳なのです。それらのすべては加えて与えられる。もちろん、ここに用いられる人は、健康やお金などをほとんど気にしないで心配しないようになるでしょうが、どうなっても構わないから、でもそういったすべてのものが加えて備えられるという祝福の中に入ります。最終的には、皆さんのいのち、持っているすべてを快く感謝してありがたく思って福音宣教のためにささげるローマ16章にあるいのちの脅かしがあっても屈することのない本当の弟子としての人生を生きるようになります。その人は一人いると国が変わる存在です。霊的なパワーゲームです。その真の答えを受ける祝福の者だということに対して、「牧師の話でしょ」でなく、自信を持ってください。皆さんには資格があります。せっかくキリストが血を流されてここまで栄光を与えられたというのはここまでなのです。もちろん天国に行くというのは言うまでもないのですが、栄光を与えたというのはこの現場、暗やみの力に対してはイエス様と同じく推し進めるということなのです。これがイエス様の方法です。何か妙な手段を通してはなく、皆さんの存在を悪魔が震える存在につくり変えて。この世に派遣したのです。ぜひ覚えてください。
つまり、皆さん、聖なる夢を持ってください。このまことの答えを受ける祝福の者です。聖なる夢、皆さんの現場から神の国が臨まれる夢を見てください。「この人が悪い。あの人はなんでだろう。いつ昇進するのだろうか。網給料が安いな」という子は言わないで、聖なる夢を描き続けていただきたいと思います。

結論です。今週、1週間このメッセージを握って祈ってください。うわべ、外見より、常に霊的な自分を優先に考える習慣を身につけるようにしましょう。すぐにできないかもしれません。でも、意識して、その答えが今週あるでしょう。

それから、どんな人間的な弱さがあったとしても振り回されないで、この聖なる夢、これを使命と言います。負担ではありません。祝福の答えです。この使命から目を離すことがないようにしましょう。何かあるたびに、神経が別の方向に行ってしまうのです。何があっても、たとえ皆さんが過ちを犯したとしても神の国ために生きる、神の国が臨まれる、その祝福の使命から目を離す理由にはならないでしょう。逆に言うと、その過ちでさえ全部、理由が使命を、神の国が臨まれる福音宣教の使命を全うするために理由があるものなのです。だから、絶対に私はその使命に対して自信を持って、目を離さないようにしましょう。まとめると、神様があらかじめ定められたということを覚えて、自分自身のことを喜んであげてください。それが豊かになる分、皆さんに対して、聖なる夢、使命を具体的に発見するようにしていただきたいと思います。皆さんにしかできない、皆さんはそれほど尊い存在です。
(祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。兄弟姉妹とともに主に礼拝をささげ、わかってはいるのですが、ついついだまされることを覚えつつみことばを通して自分がどれほど尊いものなのか教えてくださりありがとうございます。人間的な条件、外見、弱さなど一切関係なく、霊的な自分、キリストが血を流された、神様にあらかじめ定められた自分のことを優先に思いだし、また宣言してそこに乗っていく、自分を喜んであげるクリスチャンになってください。それで、ここにいる兄弟姉妹がいるところ、行くところには、暗やみの力が震え逃げ去る神の国が臨まれるわざを見るようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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